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２０１９年度 事業実施報告 （２０１９年７月１日～２０２０年６月３０日）
特定非営利活動法人 あわホームホスピス研究会

１ 事業の結果 〔概要〕
（1）ホームホスピス事業

ア「徳島とも暮らしの家ふくい」開設（２０１９年９月１日）
これは、民家を借り上げ、日本財団在宅ホスピス整備プログラムの助成により消防法準拠、車椅
子対応のための改修を行ったものを自宅に最も近い環境で終の棲家として5名の入居者を得て一人一

人に最後の日まで最善に暮らすことを助ける、地域に看取りの文化を取り戻す市民ホスピス活動で
ある。また、全国ホームホスピス協会正会員として登録し、ホームホスピスケア基準にもとづき、
運営される。開設に当たってはオープニングイベント及び内覧会に多くの関係者、一般市民の方の

参加と個人５、企業２３・市民グループ３団体からの協賛金をいただいた。（総会資料「財務諸
表」参照）

徳島とも暮らしの家に日常的に近隣の県立高校介護科学生やケアボランティアのかかわりがあり、
とも暮らし生活に豊かさが加えられている。
イ ケアボランティア育成事業、ホースホスピス普及啓発活動
継続事業として取り組んだ。しかし、２０２０年２月ころから世界的な新型ウィルス感染拡大に

より、連続講座後半とホームホスピス普及啓発講演会を中止するに至った。ホームホスピス普及啓
発講演会、ケアボランティア講座、グリーフケアエディの会の詳細は、添付資料参照。

ウ 徳島とも暮らしの家の地域への周知活動
小松島市内病院地域連携部署へ説明に訪問、徳島市小松島市阿南市の居宅支援事業所58か所にフ
ァックスによる情報提供。小松島広報、徳島赤十字病院広告表示灯への掲示

（２） がん患者,家族の療養生活支援に係る事業
毎月第三土曜日１１～１５時予約無しでがん治療の経験者が気軽にふらっと立ち寄ることのできる

居場所を開催した。しかし、２０２０年２月ころから世界的な新型ウィルス感染拡大により、広報を
やめ、ボランティアが会場待機で、立ち寄った利用者に対応した。
がん経験者の理解を進めるため、ホスピス緩和ケア週間講演会に参加した。

（３） 介護保険法に規定する居宅介護支援、訪問介護、訪問看護に係る事業
（４） 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に規程する事業
介護保険事業、障害者自立支援事業は地道な営業活動により、収益目標の５０％の売り上げとなっ

ている。精神肢体不自由等の障がい、がんや難病末期、困難な生活背景を抱える要介護者など高度な
知識と技術を要する利用者が８０％を占めている。（訪問介護事業は、徳島とも暮らしの家の入居者

を支援するために必要な資源のため開設している。）
1 事業所の質にかかわる加算の取得状況：特定事業所加算Ⅱ・処遇改善加算Ⅰ特定処遇改善加算Ⅰ
2 専門研修
「高齢者の栄養」大神子訪問看護ステーション・「おまかせうんちっち（排便コントロール）」

プラスぽぽぽ主催・「難病患者の災害時避難に係る支援者研修」吉野川保健所主催・「高次機能
障害の理解と支援」小松島地域包括支援センター主催

3 内部研修（スタッフミーティングの中で短時間研修を行っている）
７月 感染症対策の基本（手洗い）
８月 熱中症予防の要点

１０月高次機能障害の理解
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１２月ホースホスピスケア基準 排泄の項目
４月 新型コロナ感染症対策（国・県からの通達を参考）

５月 認知症の理解とケアの要点

（5） 会員の動向等
正会員１名が、2019 年１２月に退会。理事１名が、任期途中で辞退申し出があった。
賛助会員 個人６７名 団体 ２件

（6） 法人定例会
毎月第2木曜日19時～20時開催。平均4名の会員の参加があった。４月からは、感染症予防対
策のため書面報告のみとした。
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２ 実績

事業名 事業内容
実施
日時

実施場所 従事者
人数

受益対
象者
人数

支出額
（千円）

① ホーム
ホスピス

事業

グリーフケ
アのエディ
の会
定例会

大切な人を
なくした方
のつどい

7/17 8/20 9/18
10/30 11/20 12/18
1/15 2/19 3/18
6/17 中止➡4/15
リモート会議➡5/20

9/15 11/17 1/19
中止➡3/15 5/17

総合福祉センターボ
ランティア室

とくしま県民活動プ
ラザ会議室

ヨンデンプラザ
アスティとくしま
（フレア）

4 名
定例会
３６名

遺族交
流会

11 名

傾聴ボラン
ティアくつ
ろぎ会
定例会
おしゃべり
ルーム

福祉祭りで
の傾聴カフ

ェ
施設訪問傾
聴活

居宅訪問

毎月第 4金曜日
7/26 8/23 9/27
10/25 11/29 12/27
1/24 2/21

10/27

各施設
７～６月毎月１回

小松島市総合福祉
センター

介護保険施設、
障害者就労施設
11 箇所

訪問希望者の
居宅

2名

延べ 138
名

延べ
1056 名

対象者な
し

徳島とも
暮らしの
家開設
内覧会
チャリテ
ィガレッ
ジセール
オープニ
ングイベ
ント

広 報 活
動

全 国 ホ
ー ム ホ
ス ピ ス
協 会 主
催 ① 実
践 者 育
成 塾 ②
全 国 合
同研修

8/27 改修工事
終了引き渡し

8/29 ・30 ・31

12/5 ・ 12/21

8/23 ・ 24

9～1 月

小松島市中田町

同

同

あわぎんホール
脇町ミライズ

徳島赤十字病院
金磯病院
阿南医療センター
徳島ロイヤル病院

東京 明治大学

広島国際会議場

8名

5名

２名
５名

84 名

99 名

65 名
220 名

3240
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２０１9年度 事業実施報告 （２０１９年 7月 1日～２０２０年６月３０日）
特定非営利活動法人 あわホームホスピス研究会

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者
人数

受益対象者と
利用人数

支 出 額
（千円）

つづき
①

ホームホスピ

ス事業

ケアボランティ
ア育成研修
共催

とくしま住民参加
型在宅福祉サービ

ス団体連絡会

2/15 ・ 22

（ 3/14 ‣ 21

中止）

小松島市
みなと交
流センタ

ー

5
累計 25 名
実人数 14

名

機関紙による情
報提供

1/15 5/31 事務局 3 正会員・賛助
会員

および関係
機関
延べ 500 名

法人ホームペー
ジ更新

９月２月 事務局 １ 不特定多数

②
がん患者,家族
の療養生活支援
に係る事業

がんを経験した
人がホッとする
場所運営

電話での相談

7/20 9/21
10/19 11/16
1/18 2/22
4/18 5/15
6/20

小松島市
横須町
一軒屋

８
がんと診断さ
れた人及び親
しい人

１

８名

がん経験者

６名

③介護保険法
に規定する居

宅介護支援、
訪問介護、訪
問看護に係る
事業

介護保険事業
のケアマネー
ジメント・ケ
アプラン作成

訪問介護ステー

ション暖
要介護認定利用
者
要支援認定利用
者
スタッフミー
ティング ( 所
内)
専門研修

高齢者の栄養
おまかせうん

ちっち

月 1回計 12 回

7/17

9/14 ・ 15

10/13/14

1/12

小松島市
徳島市

小松島市
徳島市

徳島市論田
町事務所

徳島とも暮
らしの家

1

1

1

5

2

3

10 名

6 名

6 名

延べ 48 名

延べ 18 名
829

81
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２０１9年度 事業実施報告 （２０１９年 7月 1日～２０２０年６月３０日）
特定非営利活動法人 あわホームホスピス研究会

事業名 事業内容
実施
日時

実施場所 従事者人数 受益対象者
人数

支出額
（千円）

④障害者の
日常生活お
よび社会生

活を総合的
に支援する

ための法律
に規定する
事業

障害者自立
支援認定利
用者

専門研修

随時

7/10

1/27

徳島市
小松島市

小松島市総合

福祉センター
吉野川保健所

3名

2名
1名

3名

事業費計 ９４２８千円
※訪問介護を自費契約で行った件数 4件 （徳島市・小松島市・阿南市）
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２０Ⅰ９年度正社員が事業に関った状況

グリーフケアのエディの会(学習会・遺族交流会)
岩藤のり子氏（代表）
小坂久美子氏

傾聴ボランティアくつろぎの会
認知症と家族の会交流支援オレンジカフェ とのネットワーク

東野倫子氏

ホームホスピス実施団体とのネットワーク
全国ホームホスピス協会研修会

岩藤のり子氏
外山和子氏
五反田千代

ア がんを経験した人がホッとする居場所運営

イ ボランティアの会運営
東野倫子氏
五反田千代

ケアボランティア育成研修
岩藤のり子氏
東野倫子氏
外山和子氏
五反田千代

徳島とも暮らしの家 開設運営に係わること
岩藤のり子氏
東野昇氏

内野輝明氏
岩根勉氏

法人登記・諸申請事務全般 東野昇氏
五反田千代

雇用職員の状況

訪問介護ステーション暖
常勤職員
管理者 大西 増美
サービス提供責任者

白濱 陽子

法人経理事務
非常勤職員
森下 鎮代


